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闘題解決

　に向けて努力を

柳　　政徳さん
　（吉田山谷）

　去年の吉田地区は「道路、観光、教育」に分けた

分科会形式で行いました。身近な問題も、将来的な

課題も、ともに大切です。ですから当日の話題が、

解決に向けてその後も続けるというお互いの努力が

必要ですし、懇談会は努力への第一歩だと考えます。

また去年すでにリゾートの話がありました。すばら

しいと思いますが、よくわかりません。現在の状況

を、今年はよく説明してもらえればと思っています。

声
を

瓶

市報でも

　声を取り上げて

金澤　由子さん

　（城之古東町）

　1歳4カ月の子どもがいます。勤め先の近くの公

園におばあちゃんが孫を連れて集まり、おばあちゃ

ん同士、子ども同士が一緒になっている姿を見ると

うらやましく思います。家の近くにはありませんか

ら。子どもができるまでは思ってもみなかったこと

です。ひざを交えて話し合う懇談会も大切ですが、

市報で身近な声を取り上げる、そして答えていただ

く。みんなが市の考え方を知ることができますよね。

霧

．齢吟卜

＿　　　活性化の絶好機

雛’

ん
さ
）

一
中

健
町

田
袋

　
（

上

　新潟市から十日町市に住んで2年が経ちました。

「リゾート特定地域」に指定されたそうですね。活

性化を招くチャンスですよ。今こそ、市と市民がお

互いに話し合う機会をきめ細かく計画すべきだと思

います。

　少しでもよい文化を、そして少しでもよい地域を

築き、子孫に残していくことが私たちに与えられた

大きな使命ですね。

’
難 臼

．

女性との

　話し合いも大切

福島　けい子さん

　（珠川4）

　「まゆ工房・珠川」という10人のグループで、蚕

のまゆを花形にしたブローチや花束をクロス10物産，

館等で販売しています。クロス10さんの指導がなけ

れば商品化はできなかったでしょうね。昨年は農協

婦人部の懇談会に参加しました。女性との話し合い

も大切なことと思います。何か手づくり活動をして

いるグループとの懇談会はどんなものでしょうか。

新しいお土産品が生まれるかもしれませんね。

備
ー
難

燃

脇

躍．撫

　藻
響

「まち」を

　見直すこと大切

星名　　宏さん
　（中　町）

　昨年、私がこんなことを提言させていただきまし

た。J　R魚沼中条駅近くにJ　R所有の道路がありま

す。地域の皆さんが交通渋帯を避けることや安全な

歩行を確保する意味で利用させていただいています。

冬は雪のため通れなくなります。そこで圧雪や除雪

を要望したところ、実現させていただきました。

　このようにわが家の玄関を一歩踏み出し、「まち」

を見直す一つひとつが大切だと思います。

17会場で開かれます。詳しくは2～39一をご覧ください。
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綿騰麟測◎回皿

　　蘭緩塾蹴鰹の

医療プラザの建設、リゾート構想と下条地域の観光、新保広大寺保存会

の育成などについて話し合われました（下条地区昨年10月12日）

　
昭
和
五
十
四
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
市
民
と
市
と
の
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
」
は
今
年
度
で
m
回
目
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
間
、
多
く
の
提
案
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
本
来
、
　
「
ま
ち
」
は
市
民
の
も
の
で
あ
り
、
市
民
が
自
ら

「
ま
ち
」
の
あ
り
方
を
考
え
、
自
ら
参
加
し
、
市
と
の
共
同

作
業
に
よ
っ
て
つ
く
り
上
げ
て
い
く
べ
き
も
の
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
？
ノ
・

　
こ
の
と
お
り
だ
と
考
え
ま
す
。
で
す
か
ら
懇
談
会
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
間
も
な
く
始
ま
り
ま
す
。
参
加
し
、
話
し
合

い
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
ま
ち
を
少
し
で
も
よ
く
す
る
た
め

で
す
。

広
聴
会
そ
し
て
懇
談
会

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を
話
し
合
う
場
で
す

　
懇
談
会
（
広
聴
会
）
は
、
五
十
四
年
．

十
二
月
に
策
定
さ
れ
た
第
五
次
十
日
町

市
総
合
計
画
の
作
業
を
ひ
か
え
、
地
区

そ
し
て
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
総
合

計
画
に
取
り
入
れ
よ
う
と
、
地
区
振
興

会
を
窓
口
に
し
て
こ
の
年
六
月
十
五
日

の
六
箇
地
区
を
皮
切
り
に
始
ま
り
ま
し

た
。　

総
合
計
画
と
は
、
当
市
の
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
構
想
を
示
し
た
も

の
で
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
市
の
仕

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
五
次
総

合
計
画
で
は
市
の
将
来
像
を
「
産
業
田

園
文
化
都
市
」
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
で
十
回
目
で
す
が
、
会
の
進

め
方
等
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
初
め

は
「
広
聴
会
」
と
い
う
名
が
示
す
と
お

り
、
意
見
や
要
望
な
ど
を
広
く
聴
く
と

い
う
こ
と
で
身
近
な
問
題
か
ら
将
来
的

な
こ
と
ま
で
幅
広
く
話
し
合
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
話
し
合
わ
れ
た
問
題

に
つ
い
て
は
選
択
を
し
な
が
ら
、
年
度

年
度
の
仕
事
に
取
り
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
回
数
を
重
ね
る
ご

と
に
地
区
や
皆
さ
ん
の
考
え
方
や
要
求

も
変
わ
っ
て
く
る
と
と
も
に
、
ま
た
市

の
対
応
の
仕
方
や
広
聴
活
動
の
あ
り
方

な
ど
の
見
直
し
も
望
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

と
名
を
改
め
、
市
や
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
課
題
を
絞
り
込
ん
だ
中
で

ど
の
よ
う
に
進
め
た
ら
よ
い
か
提
案
し

て
い
た
だ
き
、
よ
り
具
体
的
な
話
し
合

い
を
進
め
る
と
い
う
会
に
し
ま
し
た
。

市
民
参
顧
に
欠
か
せ
な
い

　
　
　
　
　
　
広
聴
活
動

　
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
広
報
・

広
聴
活
動
は
欠
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
，

「
広
報
」
と
は
、
市
が
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
課
題
や
取
り
組
ん
で
い
る
仕

事
等
を
広
く
お
知
ら
せ
し
、
理
解
や
協

力
を
求
め
る
こ
と
で
す
。
　
”
市
報
と
お

か
ま
ち
”
は
そ
の
一
つ
で
す
。
「
広
聴
」

と
は
、
課
題
や
仕
事
に
対
す
る
提
言
や

要
望
な
ど
を
広
く
聴
き
、
取
り
入
れ
る

こ
と
で
す
。
　
”
懇
談
会
”
は
そ
の
一
つ

で
す
。

　
こ
の
広
報
と
広
聴
の
二
つ
の
活
動
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
仕
事
、

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
き
ま
す
。

　
全
国
の
市
町
村
と
同
じ
よ
う
に
当
市

も
難
し
い
問
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
人
口
の
減
少
、
と
く
に
若
い
人

た
ち
が
減
っ
て
い
ま
す
。
’
こ
う
し
た
問

題
の
解
決
に
努
力
し
、
活
力
と
個
性
の

藤
龍
類
繋
権
麟
慧
馨
継
㍑
華
る
．
め
．
懇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
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の
べ
1
4
、
0
8
1
人
が
参
加

　
今
ま
で
の
九
回
の
懇
談
会
に
の
べ
一

万
四
千
八
十
一
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

ま
し
た
。
年
度
ご
と
の
会
場
数
と
参
加

者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
54
年
度

　
　
1
3
会
場
、
参
加
者
1
、
6
0
0
人

●
5
5
年
度

　
　
1
6
会
場
、
参
加
者
1
、
2
8
7
人

●
56
年
度

　
　
1
4
会
場
、
参
加
者
1
、
1
8
9
人

●
57
年
度

　
　
1
3
会
場
、
参
加
者
1
、
4
7
1
人

●
5
8
年
度

　
　
1
4
会
場
、
参
加
者
1
、
9
1
4
人

●
5
9
年
度

　
　
1
4
会
場
、
参
加
者
1
、
6
6
0
人

●
60
年
度

　
　
1
6
会
場
、
参
加
者
1
、
8
7
0
人

●
61
年
度

　
　
14
会
場
、
参
加
者
1
、
7
3
2
人

●
62
年
度

　
　
1
6
会
場
、
参
加
者
1
、
3
0
5
人

　
　
3
団
体
、
参
加
者
　
　
　
5
3
人

　
　
　
　
　
　
　
（
計
1
、
3
5
8
人
）

十
日
町
地
区
の
区
域
割
で
す

　
市
街
地
の
東
部
・
西
部
・
南
部
・
中

部
地
区
の
区
域
割
は
、
昨
年
九
月
に
行

わ
れ
た
市
民
体
育
大
会
と
同
じ
で
す
。

東
部
地
区
（
1
5
町
内
）

2



テ
ー
マ
は
『
2
1
世
紀
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
』

　
　
　
　
『
地
域
活
性
化
へ
の
ま
ち
づ
く
り
』
で
す

　
今
年
度
の
懇
談
会
は
、
左
の
日
程
表

の
と
お
り
で
す
（
地
区
に
よ
っ
て
は
日

程
が
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
と
き
は
市
報
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
）
。

　
六
月
二
十
五
日
か
ら
八
月
五
日
ま
で

の
間
に
十
七
地
区
で
開
か
れ
ま
す
。
振

興
会
単
位
で
十
四
地
区
、
市
街
地
に
つ

い
て
は
西
部
地
区
を
除
い
て
振
興
会
が

組
織
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
東
部
（
十

五
町
内
）
、
南
部
（
二
十
一
町
内
）
、

中
部
（
十
三
町
内
）
の
三
地
区
に
分
け

ま
し
た
。

　
時
間
は
、
皆
さ
ん
が
参
加
し
や
す
い

夜
七
時
な
い
し
は
七
時
三
十
分
か
ら
の

二
時
間
で
す
。
当
日
は
開
会
、
市
側
出

席
者
の
紹
介
の
あ
と
、
二
つ
の
テ
ー
マ

に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
ず
、
テ
ー
マ
『
2
1
世
紀
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
』
で
、
丸
山
市
長
が
ま
と

め
た
「
2
1
世
紀
へ
の
提
言
」
に
つ
い
て

話
を
し
ま
す
。
そ
の
後
、
も
う
一
つ
の

テ
ー
マ
『
地
域
活
性
化
へ
の
ま
ち
づ
く

り
』
で
、
地
区
の
皆
さ
ん
か
ら
地
域
に

か
か
わ
る
課
題
を
提
案
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
こ
の
市
長
の
話
、
ま
た
皆
さ
ん
の
提

案
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
や
質
疑
を
し

な
が
ら
、
目
ざ
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
を

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

爾
の
渤
壱
鷹
細
り
．

　
　
　
薫
庵
茂
疎
壼
慧
る
場

　
テ
ー
マ
の
一
つ
は
『
2
1
世
紀
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
』
で
す
。
市
は
今
年
を

リ
ゾ
ー
上
兀
年
と
位
置
づ
け
、
県
と
一

緒
に
リ
ゾ
ー
ト
構
想
「
マ
イ
・
ラ
イ
フ

リ
ゾ
ー
ト
新
潟
」
　
（
五
朔
，
の
「
リ
ゾ
i

　
　
つ
く

ト
で
創
ろ
う
2
1
世
紀
の
ま
ち
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）
が
、
国
の
承
認
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
大
事

業
は
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ

ば
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
リ
ゾ
ー
ト

を
含
め
た
市
の
動
き
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
こ
の
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
年
度
は
第
六
次
総
合
計
画

の
策
定
作
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
現

在
の
も
の
は
五
十
四
年
度
策
定
の
第
五

次
総
合
計
画
で
、
五
十
九
年
度
に
一
部

見
直
し
を
し
ま
し
た
）
。
高
齢
化
や
人

口
の
減
少
、
ま
た
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案

や
要
望
等
に
対
処
す
る
た
め
に
策
定
す

る
も
の
で
す
。
懇
談
会
も
皆
さ
ん
の
声

を
総
合
計
画
に
反
映
さ
せ
る
場
で
す
。

団
体
と
の
懇
談
会
は
1
0
月
に
開
き
ま
す

「これからのまちづくりと青年活動」をテーマに話し合わ

れました。　（青少年ホーム利用者昨年9月30日）

　
昨
年
度
、
団
体
や
グ
ル
ー
プ
を
対
象

と
し
た
懇
談
会
を
初
め
て
開
き
ま
し
た
。

青
少
年
ホ
ー
ム
利
用
者
、
青
年
会
議
所
、

農
協
婦
人
部
の
三
団
体
で
す
。
振
興
会

単
位
の
懇
談
会
と
は
ま
た
違
っ
た
、
ふ

だ
ん
の
学
習
等
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
へ
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
開
き
ま
す
が
、
振
興
会
等

が
終
わ
っ
て
か
ら
の
十
月
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
希
望
す
る
団
体
等
は
企
画
財

政
課
企
画
調
整
係
（
智
5
7
1
3
1
1
1

内
線
溜
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
▼
本
町
4
・
5
・
6
－
1
・
6
1
2
・

　
6
－
3
▼
水
野
町
▼
若
宮
町
▼
田
中

　
町
東
・
西
・
本
通
り
▼
川
原
町
▼
上

　
川
町
▼
田
川
町
1
・
2
・
3

西
部
地
区
（
1
6
町
内
）

　
▼
旭
町
▼
稲
荷
町
3
本
通
り
・
3
北
・

　
3
南
．
4
・
西
▼
西
本
町
1
・
2
▼
千

　
代
田
町
▼
八
幡
田
町
▼
下
川
原
町
▼

　
▼
丸
山
町
▼
高
田
町
3
東
・
3
西
・

　
3
南
▼
島

南
部
地
区
（
2
1
町
内
）

　
▼
本
町
1
上
・
1
下
・
東
1
・
西
1
・

　
2
▼
袋
町
東
・
中
・
西
▼
栄
町
▼
高

　
田
町
1
・
2
▼
宮
下
町
東
・
西
▼
七

　
軒
町
▼
泉
町
▼
諏
訪
町
▼
神
明
町

　
▼
学
校
町
1
・
2
▼
昭
和
町
1
▼
寿

　
町
4

中
部
地
区
（
1
3
町
内
）

　
▼
本
町
3
▼
西
寺
町
▼
加
賀
糸
屋
町

　
▼
関
口
樋
口
町
▼
駅
通
り
▼
西
浦
町

　
東
・
西
▼
稲
荷
町
1
・
2
・
3
東

　
▼
昭
和
町
2
・
3
・
4

懇談会の日程
　　（時間はいずれも夜）

6／25

出
飛
渡

7時　　～9時

飛渡地区公民館

7／2

出

東
下
組

7時30分～9時30分
東下組生活改善センター

7
　
㈲

美
佐
島

7時30分～9時30分
江道・猿倉集落センター

8
　
㈹

六
箇

7時30分～9時30分

羽　　根　　川　　荘

　
）

11

　
帽

高
山

7時30分～9時30分

高山共栄会館

12

　
㈹

十
日
中
町
部

7時30分～9時30分

商　工　会　議　所

B
　
㈱

十
日
東
町
部

7時　　～9時

愛　宕　幼　稚　園

15

　
㈹

新
座

7時30分～9時30分
新座コミュニティセンター

19
　
ω
∪

十
目
南
町
部

7時　　～9時

農協福祉会館

20
　
㈱

八
箇

7時30分～9時30分

八箇集落センター

22
　
㈹

十
日
西
町
部

7時　　～9時
西　　部　　会　　館

25
　
㈲

下
条

7時30分～9時30分

下　条　中　学　校

26
　
…
W

川
治

7時30分～9時30分

川治地区公民館

28
　㈲ 吉

田

7時　　～9時

吉　田　中　学　校

8／2

（火）

中
条

7時　　～9時

中条地区公民館

3
　
困

大
井
田

7時30分～9時30分
大井田コミュニティセンター

5
　
働

水
沢

7時30分～9時30分

水沢地区公民館
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（単位：万円）（表1）簡易保険積立金還元融資事業

、
“
鑛
藁

灘
灘

　
　
縄
騰
礁
蝿

麟
繊嚢

灘

　
　
　
講
繍畿難

と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す

皆
さ
ん
の
簡
保
と
年
金

　明るい子どもたちの声

が、体育館の中に響きま

す（吉田小学校屋体）

事　　業　　名 施行地 事業に要した額 融資を受けた額

吉田小学校屋体建設 吉田山谷 1億5，084 4，190

八箇小学校校舎屋体建設 池之平 2億4，303 6，540

飛渡第二小学校校舎屋体建設 山新田 9，714 2，710

飛渡第二小学校給食室建設 〃 832 430

総　合　公　園　整　備 十二平 9，384 4，390

緑　　　道　　　整　　　備 西本町 600 220

公　共　下　水　道　事　業 島　ほか 5億1，000 1億2，440

消雪パイプ設置（1路線） 2，055 1，310

流　雪　溝　整　備（8路線〉 8，341 5，420

橋　　梁　　整　　備（2　橋） 2億3，029 3，770

道路新設改良（7路線） 2億0，002 1億3，790

道路改良舗装（2路線〉 6，592 2，550

道　　路　　舗　　装（11路線） 1億0，379 6，580

計 18億1，315 6億4，340

簡
易
保
険
積
立
融
資

小
学
校
の
建
設
、

下
水
道
の
整
備
に

　
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
郵

便
局
の
簡
易
保
険
の
積
立
金
は
、

学
校
や
公
園
、
下
水
道
、
道
路

（単位：万円）国民年金積立金還元融資事業（表2）

事　　業　　名 施行地 事業に要した額 融資を受けた額

吉田地区簡易水道拡張 吉　　田 1億5，252 1億2，600

東下組地区簡易水道新設 東下組 8，616 4，950

水沢中央地区簡易水道配水管布設 水　　沢 5，570 3，960

下条地区簡易水道配水管布設 下　　条 1，174 820

北原地区簡易水道浄化槽設置 北　　原 1，395 1，200

計 3億2，007 2億3，530

な
ど
、
生
活
環
境
の
整
備
に
大

変
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
二
年
度
で
は
、
簡

易
保
険
積
立
金
還
元
融
資
を
受

け
（
表
1
）
の
事
業
を
行
い
ま

し
た
。

国
民
年
金
積
立
融
資

簡
易
水
道
の
整
備
に

　
ま
た
、
皆
さ
ん
が
加
入
し
、

保
険
料
を
か
け
て
い
る
国
民
年

金
の
積
立
金
も
市
に
還
元
融
資

さ
れ
、
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
六
十
二
年
度
で
は
（
表
2
）

の
簡
易
水
道
の
整
備
を
行
い
ま

し
た
。お

い
し
い
水
を
つ
く
り
ま
す

（
東
下
組
簡
水
浄
水
場
）

ありました。

　　やっぱりむし歯

　
今
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は

「
む
し
歯
予
防
週
間
」
。
六
月

四
日
（
む
し
の
日
）
、
保
健
セ

ン
タ
ー
で
無
料
歯
科
健
診
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
十
日
町

市
中
魚
沼
郡
歯
科
医
師
会
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
昨
年
に

続
い
て
二
回
目
で
す
。

　
対
象
は
二
歳
半
か
ら
三
歳
未

満
の
子
ど
も
さ
ん
で
す
。
対
象

人
数
は
二
百
五
十
二
人
で
す
が
、

う
ち
八
十
一
人
の
子
ど
も
さ
ん

が
お
母
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
連
れ
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
歯
磨
き
の
仕
方
。
歯

と
ハ
ブ
ラ
シ
の
模
型
を
使
っ
て
、

お
母
さ
ん
た
ち
が
正
し
い
磨
き

方
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
歯

の
表
と
裏
を
す
み
ず
み
ま
で
磨

い
て
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

、
謹

7人の歯医者さんが見てくれました

　
　
　
　
　
　
畿

そ
の
前
に
子
ど
も
さ
ん
が
い
や

が
ら
な
い
よ
う
に
習
慣
づ
け
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

　
そ
の
あ
と
先
生
か
ら
一
人
ひ

と
り
が
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

大
き
く
口
を
あ
け
る
子
、
自
分

の
番
に
な
っ
た
ら
泣
き
だ
す
子
、

か
わ
い
ら
し
い
姿
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　
気
に
な
る
む
し
歯
で
す
が
、

八
十
一
人
の
う
ち
む
し
歯
の
な

か
っ
た
子
は
半
分
以
下
の
三
十

人
で
し
た
。
む
し
歯
に
か
か
っ

て
い
る
子
は
一
人
平
均
二
・
八

六
本
も
あ
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
さ
ん
の
む
し
歯
は
お

母
さ
ん
た
ち
の
責
任
で
す
。
健

診
に
来
れ
な
か
っ
た
お
母
さ
ん
、

す
ぐ
に
子
ど
も
さ
ん
の
口
の
中

を
見
て
く
だ
さ
い
。

4



　
灘
懸
欝
選
．
灘
量
ス

地
域
医
療
に
貢
献

　
十
日
町
病
院
（
診
療
科
目
十

一
・
病
床
数
二
百
七
十
五
）
が
、

自
治
体
立
優
良
病
院
と
し
て
五

月
十
八
日
㈱
に
自
治
大
臣
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　
昨
年
八
月
十
日

㈱
に
新
外
来
病
棟

や
駐
車
場
な
ど
が

完
成
し
、
全
面
的
な
改
築
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
病
院
経
営
の
健
全

性
が
確
保
さ
れ
、
地
域
医
療
に

重
要
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
全
国
の
五
病
院
の
一
つ
と
し

て
「
自
治
体
立
優
良
病
院
基
準
」

に
基
づ
い
て
選
ば
れ
た
名
誉
あ

る
受
賞
で
す
。

　
喜
び
の
声
を
和
田
十
日
町
病

院
長
は
、
　
「
地
元
医
師
会
や
行

政
、
地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係

県
立
十
日
町
病
院
が

優
罠
病
院
表
彰

が
実
を
結
ん
だ
お
か
げ
で
す
。

皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら

も
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

立
場
か
ら
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
病
院
に
な
る
よ
う
に
努
力
し

左が和田院長、右が横尾事務長

ま
す
」
と
感
激
の
弁
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
ま
す
ま
す
「
地
域
中
核

病
院
」
と
し
て
、
高
度
・
特
殊

医
療
な
ど
の
機
能
充
実
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

後
世
に
残
す
記
録

　
五
月
三
十
日
㈲
、
関
口
四
郎

さ
ん
（
昭
和
町
一
）
が
丸
山
市

長
を
訪
れ
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
「
三
好
園
」
の
記
録
を
ま

と
め
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
（
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
叙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脂

間
）
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
題
名

は
「
旭
の
丘
は
花
ざ
か
り
」
。

こ
れ
は
一
年
間
を
か
け
て
撮
影

さ
れ
、
本
人
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
入
っ
た
わ
か
り
や
す
い
も
の

で
す
。

　
不
自
由
な
体
の

奥
さ
ん
を
十
年
余

り
世
話
を
続
け
て

き
た
関
口
さ
ん
は
、

建
設
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、

「
家
内
を
入
所
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
の
で
は
」
と
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
完
成
目
前
に
奥

さ
ん
を
亡
く
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
供
養
の
た
め
に

か
社
会
に
役
立
つ
こ
と
を
し
た

い
」
と
思
い
つ
い
た
の
が
、
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
に
よ
る
「
三
好
園
の

収
録
」
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
内
容
は
、
下
条
地
域
の

　
関
ロ
四
郎
さ
ん
が
「
三
好
園
」
を
ビ
デ
オ
に

旭
の
丘
は
花
ざ
か
り

三
好
園
が
　
　
名
所
や
旧
跡
か
ら
始
ま
り
、
工

　
　
　
　
　
　
事
の
着
工
、
竣
工
式
、
職
員
や

　
　
　
　
　
　
入
所
者
の
動
き
ま
で
が
克
明
に

　
　
　
　
　
　
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
覧
に

　
　
　
　
　
　
な
り
た
い
方
は
関
口
四
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
智
5
2
－
2
8
0
6
）
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
灘
．
墜
慧
ー
ス

　
　
「
何

　
　
　
　
　
　
羅
－
固

　
　
　
　
　
　
や
ル
イ

努
，
輔
難

・、

9
一
㈱
ラ
．
…
…
．
ヱ

慧
イ
ミ
2
∞
∞

り
灘
マ

　
　
名
称
が
決
定
し
ま
し
た

　
　
総
合
保
養
地
域
整
備
法
に
伴

鍛
う
新
潟
県
特
定
地
域
の
名
称
が
、

　
『
雪
と
緑
の
ふ
る
さ
と
ー
マ

…
㎜
イ
ニ
フ
イ
フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
』

　
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
こ
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
昨

∞∞

年
＋
月
に
関
係
市
町
村
住
民
か

　
ら
募
集
し
た
百
四
十
二
点
の
作

撚
品
を
参
考
に
し
、
県
土
地
利
用

繍
榛
智
蘇
藻
罐
群

　
も
難
欝
お
寄
せ
い
た
だ

糠
い
た
作
品
に
は
、
決
定
名
と
同

　
一
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

灘
た
が
、
特
に
参
考
に
な
っ
た
も

撚
の
と
し
て
次
の
二
点
を
佳
作
と

欄
し
て
賞
金
を
贈
る
こ
と
と
し
ま

　
　
雪
と
緑
の
リ
ゾ
ー
ト
越
後

　
　
　
　
石
田
一
男
（
大
和
町
）

　
新
潟
雪
と
緑
の
リ
ゾ
ー
ト

　
　
　
樋
口
政
栄
（
松
代
町
）

　
パ
ン
フ
を
作
成
し
ま
し
た

　
「
魅
力
そ
れ
ぞ
れ
キ
ラ
リ
八

面
体
。
や
が
て
8
つ
の
リ
ゾ
ー

ト
が
花
開
き
ま
す
。
マ
イ
・
ラ

イ
フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
は
、
雪

と
緑
の
ふ
る
さ
と
、
個
性
豊
か

な
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
フ
を
描
く
キ

ヤ
ン
バ
ス
で
す
…
…
」
。

　
こ
ん
な
紹
介
文
と
イ
メ
ー
ジ

図
、
カ
ラ
i
写
真
で
構
成
さ
れ

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
県
が
作
成

し
ま
し
た
。

　
　
　
灘
難

　
　
　
　
バ
デ
　
　
も
　
ぺ

難
蕪
、
圏

　
当
市
も
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
五
千
部
購
入
し
、
　
「
市
民
と

市
と
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

等
で
配
布
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
構
想
承
認
も
間
近

　
基
本
構
想
承
認
に
つ
い
て
は
、

基
礎
調
査
に
お
け
る
二
回
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
通
過
し
た
福
島
・

三
重
・
宮
崎
の
三
県
が
、
い
よ

い
よ
構
想
承
認
申
請
の
段
階
に

至
っ
て
お
り
、
早
け
れ
ば
六
月

中
に
も
承
認
第
一
号
と
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
に
つ
い
て
は
、
去
る

三
月
三
十
一
日
の
第
一
回
目
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
後
、
各
省
庁
か
ら

の
質
問
事
項
の
回
答
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
第
二

回
目
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
い
う
段

階
に
な
る
見
込
み
で
す
の
で
、

よ
う
や
く
構
想
承
認
の
目
途
が

見
え
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

　
土
地
利
用
は
全
体
対
応
を

　
最
近
、
近
隣
町
村
で
リ
ゾ
ー

ト
開
発
を
目
的
と
し
た
用
地
取

得
問
題
が
一
部
新
聞
で
報
道
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
内
の
リ
ゾ
ー
ト
重

点
整
備
地
区
は
珠
川
・
南
雲
原
・

伊
達
原
台
地
、
塩
ノ
又
、
鍬
柄

沢
、
当
間
の
地
域
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
の
開
発
と
土

地
利
用
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
、

住
民
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

形
で
対
応
す
る
こ
と
が
、
今
最

も
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
個
別
対

応
を
避
け
て
い
た
だ
く
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
・
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明
る
い
子
ど
も
に

青
少
年
育
成
市
民
会
議

　
青
少
年
育
成
十
日
町
市
民
会
議
（
大
島
伊
一
会
長
）
の
総
会
が
五
月
二

十
一
日
ω
、
各
町
内
選
出
の
代
議
員
や
関
係
者
約
二
百
人
が
出
席
し
て
市

民
会
館
で
開
か
れ
、
①
地
域
子
ど
も
会
の
育
成
②
社
会
環
境
浄
化
活
動
の

推
進
な
ど
の
事
業
計
画
を
決
め
ま
し
た
。
市
民
会
議
は
市
内
全
世
帯
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

騰ア
ル
プ
の
里
へ

一ガーズ、県警音楽隊とパレード

会
員
に
な
っ
て
も
ら
い
　
県
下
で
も
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
総
会
終
了
後
、
県
警
音
楽
隊
を
先
頭

に
総
会
出
席
者
と
市
子
ど
も
会
連
絡
協

議
会
加
入
の
子
ど
も
会
、
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
の
子
ど
も
た
ち
が
本
町
、
駅
通
り
、

高
田
町
と
市
中
パ
レ
ー
ド
を
し
ま
し
た
。

大
人
は
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
努

め
よ
う
と
、
子
ど
も
た
ち
は
明
る
い
親

切
な
子
ど
も
に
な
ろ
う
と
誓
い
合
い
ま

し
た
。

重
度
身
障
者
研
修
旅
行

　
五
月
二
十
二
日
㈹
、
十
日
町
青
年
会
議
所
（
阿
部
武
市
理
事
長
）
主
催

の
「
第
十
九
回
重
度
身
体
障
害
者
研
修
旅
行
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
障
害

者
の
皆
さ
ん
、
付
き
添
い
の
家
族
、
青
年
会
議
所
会
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

百
七
十
一
人
が
観
光
バ
ス
四
台
に
分
乗
し
、
目
的
地
の
湯
沢
高
原
・
ア
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

アオモリトドマツをみんなで記念植樹

フ
の
里
へ
向
い
ま
し
た
。

　
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
で
山
頂
へ
。
初
め
て

乗
る
人
も
多
く
、
広
が
る
景
色
に
ど
っ

と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
研
修

旅
行
は
日
ご
ろ
外
出
の
機
会
が
少
な
い

障
害
者
の
皆
さ
ん
に
、
一
日
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
続
け
て
い
る
も
の
で
す
。

車
椅
子
を
押
し
た
り
、
お
ん
ぶ
し
た
り

し
な
が
ら
話
題
も
は
ず
み
、
参
加
者
全

貝
が
「
来
年
も
ま
た
会
お
う
ね
」
と
約

束
を
し
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

獣
．
y
翻
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毛
糸
が
い
っ
ぱ
い
、
ま
だ
ま
だ
覚
え
な
け
れ
ば

　
川
治
地
区
公
民
館
の
編
み
物
教
室
に

初
め
て
行
っ
た
の
は
五
、
六
年
前
に
な

り
ま
す
。
八
十
過
ぎ
た
年
寄
り
で
す
か

ら
恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す
よ
。
　
「
ば
あ

長津　リクさん
（川治内後　88歳）

3

ち
ゃ
ん
、
遠
慮
し
な
い
で
入
ら
ん
か
の
」

と
、
背
中
を
押
さ
れ
て
部
屋
に
入
っ
た

ん
で
す
よ
。
棒
編
み
は
で
き
た
ん
で
す

が
、
い
ろ
ん
な
編
み
方
を
覚
え
た
か
っ

た
か
ら
で
す
。
入
っ
て
本
当
に
よ
か
っ

た
で
す
ね
。
そ
で
な
し
、
シ
ョ
ー
ル
、

ベ
ス
ト
、
風
呂
マ
ッ
ト
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
作
り
ま
し
た
。

　
「
形
見
だ
ぜ
」
と
言
っ
て
人
に
や
る

と
、
毛
糸
が
も
ど
っ
て
き
ま
す
。
で
す

か
ら
ま
だ
ま
だ
覚
え
な
け
れ
ば
ね
。
今

年
も
四
月
か
ら
月
二
回
、
公
民
館
に
行

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

軽
作
業
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
や
っ
て
い
る
ぜ
の

　
高
齢
者
事
業
団
が
で
き
た
と
同
時
に

入
り
ま
し
た
。
去
年
の
夏
ま
で
三
年
ほ

ど
土
建
会
社
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

毎
日
と
な
る
と
骨
が
折
れ
る
の
で
秋
か

　
　
　
　
　
　
㎜
響
燃

起
§
　
さ

　
　
富

響
腺

　
　
ノ

（市之沢　67歳）

層騨

ら
は
自
分
の
ぺ
ー
ス
で
や
れ
る
軽
作
業

に
か
え
ま
し
た
。
庭
木
の
囲
い
、
草
取

り
、
畑
仕
事
な
ど
で
す
。
体
に
は
よ
い

し
、
仕
事
の
あ
と
は
喜
ば
れ
る
し
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え

外
仕
事
で
す
か
ら
仕
事
は
天
気
の
よ
い

日
。
汗
を
ふ
き
ふ
き
気
分
も
最
高
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
日
の
畑
仕
事
は
植
え
る
も
の
も
任

さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。
サ
ツ
マ
イ
モ
、

ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
、
枝
豆
、
サ
ト
イ

モ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
植
え
ま
す
。
豊

作
ま
ち
が
い
な
し
で
す
よ
。
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走
り
ま
し
た

十
日
町
下
条
O
L
オ
ー
プ
ン
記
念
大
会

　
地
図
と
コ
ン
パ
ス
（
方
位
磁
石
）
を
片
手
に
野
山
を
か
け
ぬ
け
る
ス
ポ

ー
ツ
を
「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
」
と
い
い
ま
す
。
市
報
5
月
m
日
号
で

十
日
町
下
条
O
L
。
バ
ー
マ
ネ
ン
ト
コ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
6
月
5

日
㈲
に
オ
ー
プ
ン
記
念
大
会
（
兼
新
潟
県
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
協
会
杯

スタート前、地図を見て作戦をたてます

大
会
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
県
内
外
か
ら
7
0

人
の
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
ま
し
た
。
県
内

は
新
潟
、
三
条
、
糸
魚
川
な
ど
、
県
外

は
群
馬
県
、
石
川
県
か
ら
の
参
加
で
す
。

「
適
度
な
起
伏
が
あ
り
、
味
の
あ
る
コ

ー
ス
で
す
ね
」
と
フ
ァ
ン
の
声
。
ま
た

初
め
て
の
大
会
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
会

運
営
も
な
か
な
か
好
評
で
し
た
。
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
挑
戦
を
。
下
条
地
区
公
民
館

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

15真剣そのもの、でも笑いもでます

くさんです

耀羅．　
　
　
　
織

十
日
町
将
棋
愛
好
会

連
絡
先
“
平
野
　
武
三
さ
ん

（
鋸
螺
8
3
）

　
千
歳
町
の
閑
静
な
一
角
に
駒
音
が
響

き
わ
た
り
ま
す
。
将
棋
愛
好
会
は
、
昭

和
二
十
五
年
に
発
足
し
て
会
員
二
十
五

人
。
平
均
年
齢
は
四
十
歳
、
最
高
年
齢
者

は
七
十
八
歳
で
す
。

　
「
何
の
実
力
も
な
い
が
年
の
功
で
代

表
者
に
な
り
ま
し
た
。
親
切
な
指
導
者

が
い
ま
す
の
で
小
・
中
・
高
校
生
な
ど

の
底
辺
を
広
げ
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
た
い
」
と
代
表
の
平
野
さ
ん
。

　
多
忙
の
中
に
、
会
員
は
、
寸
暇
を
さ

い
て
道
場
に
通
っ
て
来
ま
す
。
闘
志
を

秘
め
た
対
局
態
度
の
良
さ
は
さ
す
が
に

「
礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終
る
」
教
訓
が

ぴ
っ
た
り
。

　
将
棋
ま
つ
り
（
長
野
市
）
、
三
魚
沼

将
棋
連
合
大
会
、
春
・
秋
の
王
将
戦
、

道
場
大
会
な
ど
で
腕
を
磨
い
た
百
戦
錬

磨
の
棋
士
た
ち
で
す
。
ア
マ
チ
ュ
ア
四

段
が
六
人
、
三
段
が
四
人
な
ど
、
有
段

者
を
輩
出
し
て
い
る
同
会
で
す
。
優
秀

な
棋
士
が
つ
ぶ
ぞ
ろ
い
で
、
大
半
が
、

「
振
り
飛
車
」
　
「
み
の
囲
い
」
を
得
意

技
と
し
て
、
「
王
手
」
を
目
ざ
し
ま
す
。

　
「
頭
の
ボ
ケ
防
止
に
来
て
い
ま
す
の

で
皆
さ
ん
か
ら
気
軽
に
お
い
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
会
員
の
丸
山

さ
ん
が
対
局
感
を
交
え
て
話
し
ま
す
。

　
朝
九
時
か
ら
夜
七
時
ま
で
年
中
無
休
。

あ
な
た
も
一
局
い
か
が
で
す
か
。

No2コ

　　　　ロ　んロ　　　じ　　ぐヤ
慧露もお茶を飲み脚

　
　
茶
飲
み
話
の
話
題
を
提
供

　
昭
和
五
十
九
年
六
月
一
日
、
　
“
ち
ゃ

の
び
ば
な
し
”
第
一
号
発
行
。
当
時
の

下
組
分
館
（
新
保
、
水
口
、
下
山
、
新

光
寺
の
区
域
）
は
作
業
場
も
兼
ね
施
設

も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
分
館
活
動
も
こ
れ
と
い
っ
た
決
め
手

が
な
く
、
下
組
独
自
の
活
動
は
な
い
も

の
か
と
試
行
錯
誤
を
し
て
い
た
中
、
新

潟
日
報
に
北
魚
・
湯
之
谷
村
商
工
会
発

行
の
ミ
ニ
コ
ミ
紙
「
か
わ
ら
ば
ん
」
が

紹
介
さ
れ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
が
ヒ
ン
ト
と
な
り
　
　
「
か
わ
ら

ば
ん
」
の
下
組
版
を
作
ろ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
肩
が
こ
ら
ず
に
地

域
の
だ
れ
も
が
参
加
で
き
、
意
見
や
情

報
交
換
の
場
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
一

つ
の
記
録
と
し
て
も
残
そ
う
と
“
ち
ゃ

の
び
ば
な
し
”
と
名
付
け
ま
し
た
。
B

四
サ
イ
ズ
で
手
書
き
、
発
行
は
月
一
回
、

編
集
委
員
は
分
館
主
事
、
青
壮
年
代
表
、

老
人
会
代
表
、
婦
人
会
代
表
、
四
部
落

代
表
の
分
館
運
営
委
員
の
人
た
ち
で
す
。

　
　
今
月
の
第
4
9
号
で
満
四
年

　
・
話
題
が
四
部
落
間
で
か
た
よ
ら
な

い
こ
と
・
不
幸
な
記
事
は
一
切
載
せ
な

い
こ
と
・
登
場
す
る
個
人
名
に
は
部
落

名
と
屋
号
を
つ
け
る
こ
と
・
お
め
で
た

コ
ー
ナ
ー
に
は
顔
写
真
を
紹
介
す
る
こ

と
ー
今
月
五
日
に
は
第
四
十
九
号
を

発
行
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て

満
四
年
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
三
月
に
は
木
版
画
刷
り
の
と
じ

表
紙
を
作
っ
て
各
世
帯
に
配
り
ま
し
た
。

ま
た
八
月
に
は
湯
之
谷
村
商
工
会
「
か

わ
ら
ば
ん
」
編
集
会
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
会
を
開
き
、
情
報
交
換
や
技
術
的
な

指
導
を
受
け
ま
し
た
。
以
来
ミ
ニ
コ
ミ

紙
の
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
最
近
で
は
、
発
行
を

心
待
ち
に
し
て
い
る
人
が
増
え
て
い
る

と
の
話
も
耳
に
し
ま
す
。
内
容
、
技
術

と
も
に
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
研
修

を
重
ね
な
が
ら
よ
り
よ
い
下
組
ら
し
い

“
ち
ゃ
の
び
ば
な
し
”
に
な
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
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「　として農地等のあっせんや利用調整を

　す。そこで農業委員のひとりである長谷

務局長からお話をしていただきました。

　農業委員会では，　＼＼農地の守り手＼＼

進め＼地域農業の活性化をめざしていま

川信一さん（水□）と柳則夫農業委員会事

囎　
三
　
つ
　
の

　
　
　
　
大
き
な
役
割

長
谷
川
　
農
業
委
員
会
は
、
地
域
農
業

の
推
進
役
と
し
て
使
命
は
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
役
割
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

柳
　
農
業
委
員
会
は
、
農
家
の
方
々
の

選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
委
員
で
構
成

さ
れ
た
農
業
者
の
利
益
代
表
機
関
と
し

て
法
律
で
市
町
村
単
位
に
置
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
者
に
関
す
る

い
ろ
ん
な
問
題
に
つ
い
て
、
市
長
や
そ
の

他
の
行
政
機
関
に
意
見
や
要
望
を
あ
げ

る
大
き
な
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

長
谷
川
　
今
日
の
よ
う
に
農
業
を
め
ぐ

る
情
勢
が
厳
し
い
だ
け
に
そ
の
大
切
さ

が
問
わ
れ
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
ど
ん

な
こ
と
で
す
か
。

柳
　
農
業
委
員
会
は
大
き
く
分
け
て
三

つ
の
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
目
は
、
農
地
法
に
よ
る
事

務
で
あ
り
、
こ
の
仕
事
は
公
正
さ
が
必

要
と
さ
れ
、
一
般
の
行
政
機
関
か
ら
分

離
さ
れ
た
中
立
的
な
も
の
で
す
。
二
つ

目
は
、
農
業
や
農
業
者
の
声
を
代
表
す

る
仕
事
で
す
。
三
つ
目
は
、
地
域
農
業

の
リ
ー
ダ
ー
役
も
担
っ
て
い
ま
す
。

灘農
地
法
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
仕
　
　
事

長
谷
川
　
皆
さ
ん
が
、
農
業
委
員
会
へ

の
申
請
の
う
ち
最
も
多
い
も
の
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

柳
農
地
法
に
基
づ
く
仕
事
が
中
心
に

な
り
ま
す
が
、
①
農
地
の
所
有
権
や
耕

作
権
を
移
転
す
る
場
合
②
農
地
の
所
有

者
が
自
分
の
農
地
を
農
地
以
外
に
す
る

場
合
③
農
地
を
買
っ
て
農
地
以
外
に
す

る
場
合
な
ど
の
手
続
き
関
係
で
す
。

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
申
請
が
出
さ
れ

た
も
の
を
農
業
委
員
の
方
々
に
調
査
し

て
い
た
だ
き
、
二
十
五
日
の
総
会
で
審

査
を
し
ま
す
。

長
谷
川
　
総
会
の
審
査
が
す
む
と
ど
の

く
ら
い
で
許
可
が
出
ま
す
か
。

長谷川信一さん

柳
県
農
業
会
議
の
総
会
に
諮
り
、
知

事
の
許
可
が
出
る
ま
で
約
ニ
カ
月
か
か

り
ま
す
。

則夫事務局長柳

懸　
申
請
手
続
は

　
　
　
　
　
　
　
早
　
目
　
に

長
谷
川
　
手
続
き
方
法
は
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
が
、
審
査
期
間
が
長
い
の
で
家

の
新
築
な
ど
で
農
地
の
転
用
が
必
要
な

時
は
早
め
に
準
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
ね
。

柳
そ
う
で
す
ね
。
申
請
手
続
き
が
遅

く
な
っ
た
り
、
無
断
で
転
用
し
た
り
す

る
と
工
事
の
中
断
や
原
状
復
帰
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
ゆ
ま
す
。

長
谷
川
　
田
畑
の
す
べ
て
に
つ
い
て
売

買
、
貸
借
、
転
用
等
の
と
き
は
許
可
が

い
る
の
で
す
ね
。

柳
は
い
。
も
し
荒
ら
し
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
た
と
し
て
も
、
登
記
上
で
田
や

畑
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
全
部
農
地

法
の
適
用
を
受
け
る
と
考
え
て
く
だ
さ

い
。長

谷
川
　
そ
の
ほ
か
に
大
き
な
仕
事
と

い
う
と
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

燃　
役
　
立
　
つ

　
　
　
　
　
農
業
者
年
金

柳
　
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
切
な
農
業
者

年
金
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
年
金

は
、
　
「
農
業
者
に
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
並

み
の
年
金
を
」
と
い
う
こ
と
で
ろ
く
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
支
給
さ
れ
る
の
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
退
職
金
に
当
た
る
「
経
営
移
譲
年
金
」

と
六
十
五
歳
か
ら
の
「
老
齢
年
金
」
の

両
方
で
す
。

長
谷
川
　
支
給
の
条
件
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

柳
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
二
十
年

以
上
あ
る
こ
と
が
前
提
で
す
。

　
「
経
営
移
譲
年
金
」
は
、
六
十
五
歳

ま
で
に
法
律
に
よ
り
経
営
を
移
し
た
時

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
「
老
齢
年
金
」
は
、

六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

長
谷
川
　
　
「
年
金
」
の
受
給
手
続
き
は
、

む
ず
か
し
そ
う
で
す
ね
。

柳
そ
う
で
す
。
支
給
に
は
細
か
い
き

ま
り
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
近
く
の

農
業
委
員
か
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

撒　
後
継
者
問
題
に

　
　
　
　
　
　
　
　
着
　
　
手

長
谷
川
　
最
近
、
後
継
者
の
「
結
婚
問

題
」
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
農

業
委
員
会
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

柳
そ
う
で
す
ね
。
こ
の
こ
と
は
古
く

て
新
し
い
問
題
で
す
が
、
六
十
二
年
に

農
家
の
未
婚
者
を
調
査
し
た
ら
三
十
歳

以
上
が
約
三
百
六
十
人
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
全
農
家
の
約
一
割
に
当
た
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
農
家
の
将
来
は
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
の
た
め
、
農
業
委

員
会
で
は
今
後
、
そ
の
対
策
も
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

囎　
活
動
の
基
礎
は

　
　
　
　
　
　
　
　
調
　
　
査

長
谷
川
　
私
は
、
農
業
委
員
の
ひ
と
り

と
し
て
”
縁
の
下
の
力
持
ち
”
的
な
も

の
で
す
が
、
地
域
振
興
の
た
め
頑
張
り

ま
す
。

柳
”
調
査
な
く
し
て
発
言
な
し
”
と

昔
か
ら
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ど
ん
な

勇
ま
し
い
論
議
も
事
実
を
正
確
に
把
握

し
た
上
で
な
い
と
、
水
か
け
論
に
終
わ

り
、
時
間
の
無
駄
に
な
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
仕
事
も
地
味
な
仕
事
で
す
が
、
ま

さ
に
調
査
が
基
礎
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
若
く
て
行
動
力
の
あ
る
長
谷

川
さ
ん
た
ち
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
い
た

し
ま
す
。
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材料（1人分）

・豚肉…80g（トンカツ用）・卵

…4コ（小）・メリケン粉＼バン

粉…適宜・ごま…小さじ3・揚げ

油・ソース，ケチャツプ＼だし汁

…適宜

富井ヨシさん

（査贔謬）

　
少
な
い
肉
で
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点

　
食
べ
盛
り
の
孫
た
ち
が
遊
び
に
く
る

と
、
大
皿
に
出
し
て
も
あ
っ
と
い
う
間

に
平
ら
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
気
に
な
る
主
人
に
も
適
し
て

い
ま
す
ね
。
肉
が
と
て
も
柔
ら
か
く
、

「
ご
ま
」
の
風
味
が
よ
く
き
い
て
い
て
、

つ
い
つ
い
手
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

　
付
け
合
わ
せ
に
は
季
節
の
野
菜
を
忘

れ
ず
に
。
そ
し
て
、
ソ
ー
ス
は
減
塩
の

た
め
二
倍
に
薄
め
た
も
の
を
用
意
し
ま

す
。
簡
単
に
で
き
ま
す
の
で
、
一
度
試

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
〈
作
り
方
〉
①
肉
は
厚
さ
三
ミ
リ
程
度

に
の
ば
し
、
一
口
大
に
切
る
。

　
②
メ
リ
ケ
ン
粉
を
つ
け
る
。

　
③
と
き
卵
の
中
に
ご
ま
を
入
れ
、
そ

の
中
に
つ
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
※
②
③
を
三
回
繰
り
返
す
。

　
④
揚
げ
る
。

　
⑤
季
節
の
野
菜
と
一
緒
に
、
器
に
盛

り
つ
け
る
。

　
〈
ソ
ー
ス
〉
市
販
の
ソ
ー
ス
を
、
だ

し
汁
で
二
倍
に
薄
め
、
ケ
チ
ヤ
ッ
プ
を

加
え
て
火
に
か
け
（
弱
火
）
、
よ
く
混

ぜ
合
わ
せ
る
。

　
試
食
し
て
　
肉
が
柔
ら
か
く
て
、
チ

キ
ン
ナ
ゲ
ッ
ト
の
よ
う
で
す
。
豚
肉
が

嫌
い
な
人
も
食
べ
ら
れ
ま
す
よ
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゃん

　保育園（飛渡）は遠いのでお田さんの車で行くの。

アスバラをいっぱい作っているよ。だから畑仕事を

手伝うよ。食べるのも大好き。今臼．ツ反検査があ

ったけど泣かなかったもん。えらいでしょ。弟（禾口

也くん）とこれから遊ぶんだよ。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

名ケ山保育所

⑫

僕
の
マ
マ
．
お
弁
当
は
大
好
き
な
玉
子
焼
き
を
つ
く

っ
て
く
れ
る
よ
。
一
一
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
怒
る
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
光
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
B
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶉
士
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
海
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

お
田
さ
ん
￥
自
動
車
学
校
へ
行
っ
て
る
の
。
免
許
が

取
れ
た
ら
ド
一
フ
イ
ブ
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
う
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん小海　幸子ちゃ

　　　（5　歳）

串ヤン館スだより

Vol．15

下条小学校

　△＿
　　　〆　　　／　　　’　　　ノ　　（　　　へ　　　ぺ　　　ぺ　　働　　レ　　／　　ノ

晶
七
タ
集
会

　
七
月
に
は
先

生
を
「
お
り
ひ

め
」
と
「
ひ
こ

ぼ
し
」
に
作
り

上
げ
ま
し
た
。

喜
ん
で
い
る
の

は
子
ど
も
か
な

？
先
生
か
な
？

とびだせ下条っ子さわやかに。

晶
交
通
安
全
フ
ェ
ア

　
事
故
に
あ
わ
な
い
約
束
を
し
な
が
ら

難鍵

へ．楓

校
庭
で
飛
ば

し
た
風
船
が
、

遠
く
仙
台
ま

で
届
き
、
心

温
た
ま
る
交

流
が
地
域
の

話
題
と
な
り

ま
し
た
。

晶
児
童
会
「
若
葉
祭
」
の
ひ
と
コ
マ

　
六
年
生
の
「
お
だ
ん
ご
屋
」
に
低
学

年
の
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。

も
い
っ
ぱ
い
で
す
。

お
な
か

晶
親
子
農
場
（
右
下
の
写
真
）

　
毎
年
、
春
に
植
え
付
け
を
し
た
さ
つ

ま
い
も
を
m
月
に
収
穫
し
、
親
子
で
や

き
い
も
を
し
た
り
、
販
売
を
し
た
り
し

ま
す
。

晶
下
条
っ
子
雪
像
広
場

　
雪
ま
つ
り
に
は
全
学
年
で
雪
像
を
作

り
ま
す
。
自
作
の
船
に
乗
っ
て
ゴ
キ
ゲ

ン
。晶

信
濃
川
散
歩
（
右
下
の
写
真
）

　
学
校
裏
の
信
濃
川
は
す
ば
ら
し
い
風

景
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
少
雪
の

今
年
は
ツ
ア
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

9とおガ夢3昭和63年6月10日



痴

＊
飼

＊
　
9

＊

乃
歳
に
な
る
と
『
老
人
保
健
糊
度
振
に

盤

　
皆
さ
ん
が
7
0
歳
以
上
（
ね
た

き
り
の
お
年
寄
り
は
6
5
歳
以
上
）

に
な
り
ま
す
と
、
　
「
老
人
保
健

制
度
」
に
該
当
し
ま
す
。

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

は
、
医
療
機
関
の
窓
口
に
①
健

康
保
険
証
②
健
康
手
帳
③
医
療

受
給
者
証
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
費
は
外
来
の
場
合
ー
カ

月
桂
蹴
円
、
入
院
の
場
合
は
1

日
11
姻
円
を
負
担
し
て
い
た
だ

　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　嘩　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　聯　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　一　卿一一

精
神
衛
生
相
談

　
▼
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
で
眠
れ

な
い
▼
仕
事
を
し
な
く
な
り
、

人
に
会
う
の
を
い
や
が
る
▼
他

人
の
こ
と
や
、
さ
細
も
な
い
こ

と
が
気
に
な
る
▼
学
校
に
行
か

な
い
▼
乱
暴
を
ふ
る
う
ー
こ

ん
な
悩
み
の
あ
る
方
は
お
気
軽

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
代
理

の
方
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相

談
は
無
料
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

　
　
酪
年
度

■
採
用
予
定
日
　
昭
和
64
年
4

月
－
日

■
受
付
期
間
　
7
月
1
8
日
㈲
ま

で■
受
験
資
格
　
昭
和
3
6
年
4
月

2
日
～
4
2
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
子
で
、
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た

人
、
ま
た
は
64
年
3
月
3
1
日
ま

き
ま
す
。

　
ま
た
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

が
入
院
し
た
と
き
、
生
計
維
持

者
の
市
民
税
が
非
課
税
の
場
合

に
限
り
、
2
カ
月
を
限
度
に
3

百
円
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
こ

の
場
合
は
申
請
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課

国
保
係
（
費
内
線
蜘
）
へ
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

す
。■

と
　
き
　
6
月
2
8
日
㈹
午
後

1
時
30
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
当
医
　
石
田
院
長
（
五
日

町
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所

（
盈
57
1
2
4
0
0
）
か
保
健

衛
生
課
保
健
衛
生
係
（
智
内
線

齪
・
㎜
）
へ
。

警
察
官
《
大
卒
》
募
集

　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　噌　　　　　　　　　　　　零　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　寧　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　幽　　一　一　一一一

で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

■
試
験
日
・
会
場
　
　
〈
第
1
次

試
験
〉
7
月
3
1
日
㈲
新
潟
県
庁

〈
第
2
次
試
験
〉
8
月
下
旬
新

潟
市

■
申
し
込
み
　
十
日
町
警
察
署

（
盈
52
－
3
1
7
1
）
か
最
寄

り
の
駐
在
所
、
派
出
所
へ
。
受

験
申
込
用
紙
も
あ
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　韓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　曙　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　卿　　　　　　　一　　　　　　　甲　　　　　　一　　　　　　一　　　　　幽　　　　一　　　　甲　　　薗　　　一　　一　　一　一　一一一

撫
役
所
は

　
　
　
　
今
年
も
「
は
か
り
」

　
　
　
の
定
期
検
査
を
行
い
ま

＠　
　
　
す
。
商
店
、
工
場
、
病

　
　
　
院
な
ど
で
商
売
用
や
証

今年1詮域ですはかりの定期検査

盈
騨
ー
3
濯
譜
講
（
〒
9
4
8
帯
歳
町
3
－
3
）
灘
塗

明
用
に
使
用
し
て
い
る
も
の
は

す
べ
て
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
個
人
通
知
を
し
ま
す
が
、
通

知
の
い
か
な
い
人
で
対
象
と
な

る
「
は
か
り
」
を
使
用
し
て
い

る
と
き
は
必
ず
検
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
期
間
中
に
受
検
し

な
い
場
合
は
新
潟
県
計
量
検
定

所
（
三
条
市
）
ま
で
検
査
に
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
費
内
線
獅
・
脳
）
へ
。

期　　日 受　付　時　間 会　　　　場 区　　　　　　　域

6月27日

　（月）

午前9時30分～
午前11時

吉田地区公民館

（智52－2874）
吉　田　地　区　全域

午後1時30分～
午後3時30分

川治地区公民館

（智52－2223）

川治地区全域・六箇地区全域（ただし高山、春日町、高
田町4・5・6、錦町、桜木町、美雪町、塚原町、河内町、千
歳町、寿町、山本町を除く）

6月28日

　（幻

午前9時30分～
午後3時30分

中条地区公民館

（智52－2748）
中条地区全域（ただし新座、本町7を除く）

6月29日

　困

午前9時30分～
午後3時30分

水沢地区公民館

（智58－3101）
水　沢　地　区　全　域

6月30日

　㈲

午前9時30分～
午後2時30分

下条地区公民館

（智55－2004）
下　条　地　区　全　域

7月5日

　（過

午前9時～
　10時15分

市民体育館
（智57－5208）

西本町1・2、千代田町、八幡田町、下川原町、若宮町

学校町1・2、宮下町東・西、諏訪町、神明町、水野町

午前10時15分～

11時30分
高田町1・2、田中町全域、本町6全域

午後1時～
2時15分

本町4、旭町

午後2時15分～
3時30分

本町2・3

7月6日

　困

午前9時～
10時15分

高田町3全域、昭和町全域

午前10時15分～

11時30分

丸山町、西寺町、七軒町、泉町、関口樋口町

加賀糸屋町、稲荷町全域、西浦町東・西

午後1時～
2時15分

駅　通　り

午後2時15分～
3時30分

本町1上・下、本町東1・西1

7月7日

　㈲

午前9時～
10時15分

上川町、川原町、田川町全域、島、江道、猿倉、津池

菅沼、大池、赤倉、本町7全域

午前10時15分～

11時30分

新座全域、錦町1・2、美雪町1・2・3、河内町、塚原町

春日町1・2・3、寿町1・2・3・4、桜木町、千歳町

午後1時～
2時15分

山本町1・2・3・4・5、高田町4

午後2時15分～
3時30分

高田町5・6

7月8日

　㈹

午前9時～
10時15分

袋町全域、栄町、本町5

午前10時15分～

11時30分
高　山　全域

　
　
粥
年
度

■
採
用
予
定
日
　
昭
和
6
4
年
4

月
－
日

■
受
付
期
間
　
6
月
2
0
日
㈹
ま

で■
受
験
資
格
　
昭
和
3
4
年
4
月

2
日
～
4
2
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

■
試
験
日
・
会
場
　
　
く
第
1
次

新
潟
県
職
員
募
集

　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　甲　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　“　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　閣　　甲　一　一一〇

試
験
〉
7
月
1
7
日
㈲
新
潟
大
学

教
養
部
〈
第
2
次
試
験
〉
8
月

15

日
㈲
新
潟
県
庁

■
申
し
込
み
　
新
潟
県
人
事
委

員
会
事
務
局
（
〒
蜘
新
潟
市
新

光
町
4
番
地
1
　
新
潟
県
庁
内

智
幡
ー
獅
ー
5
5
1
1
内
線
3

5
8
4
・
3
5
8
5
）
へ
。

市
民
体
カ
テ
ス
ト

　
　
つ
ぎ
の
日
程
で
行
い
ま
す
の

　
で
、
こ
の
機
会
に
あ
な
た
の
若

　
さ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
い

　
か
が
で
す
か
。
都
合
の
つ
く
会

　
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
■
対
象
健
康
な
人
な
ら
ど

　
な
た
で
も
結
構
で
す
。

　
■
費
　
用
　
5
0
円

一一一一一一一薗幽一塵一一甲聯一一一一一一一一幽「一一一

期　　日 時　間 会　場

6／22
　困

午後8時

～9時30分
馬　場　小

25
ω

午後5時
　～8時

総合体育館

28
㈹

午後8時

～9時30分

八　箇　小

29
困 東下組小

7／1
　㈹

飛　二　小

ユ0



鯉
歩
聾
野
会

　
今
年
か
ら
コ
ー
ス
に
よ
り
、

日
程
が
分
か
れ
ま
し
た
。

■
と
　
　
き
　
，

B
コ
ー
ス
一
6
月
2
6
日
㈹
午
前

■
8
時
出
発
（
午
前
7
時
3
0
分
集

合
）A

．
C
コ
ー
ス
一
7
月
30
日
ω

午
後
9
時
出
発
（
受
け
付
け
午

後
6
時
、
集
合
午
後
8
時
）

■
コ
ー
ス

B
コ
ー
ス
（
2
0
㎞
）
1
1
西
大
滝

公
園
↓
飯
山
市
立
第
2
中
学
校

A
コ
ー
ス
（
6
0
㎞
）
け
総
合
体

育
館
↓
飯
山
市
立
第
2
中
学
校

C
ゴ
レ
ス
（
3
0
㎞
）
”
総
合
体

育
館
↓
長
野
県
境
（
栄
村
役
場
）

■
参
加
資
格

小
学
生
以
上

　
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　甲　　　　　　一　　　　　日　　　　　一　　　　一　　　　一　　　顧　　　一　　一　　一　一　一
一一

に
ー
A
・
C
コ
ー
ス
は
7
月
1
0

　
ラ
日
旧
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
申
込
用

紙
、
参
加
料
、
返
信
用
ハ
ガ
キ

を
添
え
て
大
会
事
務
局
、
（
〒
謝

ー
2
2
飯
山
市
大
字
飯
山
2
7
0

9
松
沢
吾
郎
智
0
2
6
9
1
62

－
1
2
1
2
）
■
へ
。

　
※
申
込
用
紙
は
体
育
課
（
盈

52

1
4
ε
7
7
）
十
日
町
新
聞

社
（
盈
52
－
3
1
1
8
）
最
寄

ヶ
の
郵
便
局
に
あ
町
ま
す
。
．

ス
イ
芝
ン
グ
ス
ク
ー
ル

親
子
翼
ー
ス
を
新
設

■
対
象
3
歳
以
下
の
子
ど

も
と
親

■
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
参
加
料
p
　
　
　
　
　
　
一

B
コ
ー
ス
ー
1
千
円
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

A
・
C
コ
ー
ス
ー
－
千
珈
円
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

』
申
し
込
み
’
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

B
コ
ー
ス
は
6
月
1
7
日
㈹
ま
ヤ
，
．
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　甲　－　一一一

■
時
　
間
　
午
前
n
時
1
5
分
～

正
午
（
4
5
分
間
）

■
会
　
費
　
4
壬
㎜
円
（
親
1

人
、
子
ど
も
1
人
）

■
問
い
合
わ
せ
　
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
（
盈
58
1
ぎ
3
4
3
）

へ
。⑳

鰭
魏
驚
蒲
襯

　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
／

市
民
プ
ー
ル

ア
ル
バ
イ
ト
募
集
…

　
教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
プ

ー
ル
の
監
視
を
行
う
ア
ル
バ
イ

ト
を
募
集
し
ま
す
。

■
資
　
格
　
高
校
卒
業
以
上
の

学
生
で
健
康
な
泳
げ
る
人

■
期
問
　
7
月
9
日
ω
ゾ
8

月
3
1
日
㈹
ま
で

■
募
集
人
員
　
男
女
若
干
名

■
申
し
込
み
　
体
育
課
に
申
込

　
　
　
　
「

　
　
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

　
　
■
締
め
切
り
　
6
月
30
日
㈲
必

　
　
着
、

　
　
■
勤
務
条
件
・
①
賃
金
は
時
給

　
　
珊
円
　
②
早
番
、
遅
番
の
2
交

　
　
替
制
　
③
休
日
は
原
則
と
し
て

　
N　

　
■
問
い
合
わ
せ
　
体
育
課
（
智

　
　
52
1
4
3
7
7
）
へ
。

　
　
育
児
休
業
奨
励
金

　
　
　
　
育
児
休
業
制
度
と
は

　
　
、
乳
幼
児
を
も
つ
女
子
労
働
者

　
　
が
希
望
し
た
場
合
、
一
定
の
期

　
　
間
仕
事
を
休
ん
で
育
児
に
専
念

　
　
し
た
後
、
ま
た
職
場
に
も
ど
る

　
　
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
制

　
　
度
で
す
。

　
　
　
労
働
省
で
は
、
育
児
休
業
制

　
　
度
を
設
け
た
事
業
主
に
育
児
休

　
　
業
奨
励
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
　
■
要
　
件

　
一

　
一

　
一

　
一

　
暉

　
一

　
一

　
臼

　
一

　
聞

　
一

　
一

　
嘲

　
一

　
一

　
一

　
暉

　
　

．
＼
．
7
日
間
に
1
日

　
一

　鵯　鱒　一　一　一　騙

　
幽

　
一

　
一

　
一

　
一

　
騨

　
噂

　
一

　
一

　
騨

　
一

　
騨

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
甲

　
一

　
一

　
一

　
一

　聯　一　一

　
一

　
一

、
　
　
一

　
「

　
一

　
一

　
一

　
一
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①
子
ど
も
が
1
歳
に
達
す
る
　
『

ま
で
の
間
、
休
業
す
る
こ
と
が
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

で
き
る
労
働
協
約
ま
た
は
就
業
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

規
則
を
定
め
て
い
る
こ
と
。
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
②
育
児
休
業
制
度
を
利
用
で
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

き
る
女
子
労
働
者
の
範
囲
を
身
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

分
、
職
種
に
よ
り
著
し
く
限
定
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

し
て
い
な
い
こ
と
。
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

・
金
額
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

・
中
小
企
業
　
㎜
万
円
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
企
業
8
0
万
円
　

．
”
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
一

■
申
請
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
制
度
導
入
後
、
初
め
て
育
児
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

休
業
を
利
用
し
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労
働
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1
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を
開
始
し
た
日
か
ら
3
カ
月
経
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

過
後
、
3
カ
月
以
内
に
申
請
し
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
新
潟
県
保
婦
人
少
年
室
（
〒
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

胴
新
渥
市
川
岸
町
1
の
5
6
　
智
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伽
i
猫
i
O
O
4
7
）
へ
。
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

・
く
み
取
り
業
者
の

担
轟
匿
域
が
変
更

　
五
月
十
三
日
㈲
か
ら
く
み
取

り
業
者
の
担
当
区
域
が
一
部
変

更
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か

の
区
域
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

担　当　区　域 くみ取り業者

城之古1・2・3、城之古東町、
塚原町、高山2・3・4、錦町1・
2、美雪町1・2・3、北鐙坂3

津南清掃社
（稲荷町3南）

盈52－3707

北新田1・2・3
するがや清掃社

（西　寺　町）

盈52－2018

稲葉、吉田山谷、小泉1・2・3、
樽沢

川西クリーン
（川　西　町）

費68－2428

●・　葵還安金霜鵡鋤ペーン

　　　　　　　　　、、，■梅雨時の交通事故に油意　　’

　この季節は気象の悪化に　◎。　㊦，

　　　　　　　　　　　　　　　　ノより運転条件、歩行条件が　　　　’　レ
　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
悪くなります，運転者も歩

行者も十分注意しましょう。　　　　、

5月中の交通事故発生状況（　）累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
63年 14（39） 13（45） 1（2）

62年 9（27〉 10（29〉 0（1）

川西町
津南町
中里村

63年 6（17） 11（26） 1（1）

62年 3（15） 3（20） 0（O）

計
63年 20（56） 24（71） 2（3）

62年 12（42） 13（49） 0（1）

　緊急　　　重大事故が多発ノ

　　事態5月23日（月）正午、交通事故警

報が出たばかり。5月31日（殉午後7時30

分ごろ、国道117号線下条地内の横断歩

道を横断中に小学5年生の女の子がライ

トバンにはねられ、重傷を負う事故が発

生しました。

　お互いにルールを守り、事故は最少限

に防ぎましょう。

電
脚

停
胴

業
臆

　
　
　
ヨ

作
魁

　6月20日（月）午前8時～11時◆本町

1上・下、本町東1、本町2の各一部

　7月1日㈹午後1時半～3時半

◆本町7－1・2、三和町、四日町

新田2・3の各一部

街路灯をいただきました

村
山
所
長
が
丸
山
市
長
に

　
目
録
を
わ
た
し
ま
し
た

　東北電力㈱十日町営業所（村山正男

所長）は、東北電力グループ春のサー

ビス旬間（5月30日～6月8日）にあ

たン）、5月30日に街路灯8灯を市に寄

贈しました。市では、必要度の高い箇

所から取ケ）付けることにしています。

　また旬間内に、ひとり暮らし老人宅

の安全点検サービスやアーケード照明

灯の清掃なども行われました。

ユユと・」サガ伊3昭和63年6月10日
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ろ
く
ろ
う
い
ん

　
「
ろ
く
ろ
う
い
ん
」
は
十
日
町
市
お

よ
び
中
魚
沼
郡
全
域
に
あ
っ
た
習
俗
で
、

六
月
六
日
に
牛
馬
を
使
っ
た
水
田
作
業

と
機
織
り
を
一
斉
に
休
む
日
で
し
た
。

な
ぜ
こ
の
名
が
つ
い
た
の
か
そ
の
理
由

は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
や

禁
を
破
る
と
制
裁
さ
れ
、
屋
根
の
葺
む

　
　
　
　
　
は

し
り
、
雨
板
剥
ぎ
、
田
畑
荒
し
な
ど
を

さ
れ
ま
し
た
。
こ
っ
そ
り
し
、
見
つ
か
ら

ぬ
と
金
が
た
ま
る
と
か
、
よ
い
こ
と
が

あ
る
な
ど
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
根
強
く
全
域
に
広
が
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ば
つ

て
い
る
行
事
に
は
、
干
魅
を
恐
れ
る
農

民
が
八
海
山
や
近
く
の
弁
天
さ
ま
に
、

　
　
　
　
　
ほ
す
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

こ
れ
か
ら
の
保
水
に
願
を
か
け
た
”
忌

み
の
日
”
と
し
た
こ
と
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
近
年
は
機
械
化
、
そ
し
て
土
・
日
曜

農
家
の
多
く
な
っ
た
な
か
で
消
滅
状
態

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
で
も
機
織

り
は
休
み
と
し
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。

　
　
男
の
節
供

　
旧
暦
で
六
月
五
日
に
行
わ
れ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
ぶ
ゆ

し
た
が
、
五
日
の
晩
は
菖
蒲
湯
に
浸
り

　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら

ま
し
た
。
蛇
の
子
を
孕
ん
だ
娘
か
ら
下

り
て
い
っ
た
腹
の
虫
や
毒
が
外
へ
出
る
、

痛
み
が
と
れ
る
な
ど
、
菖
蒲
で
局
部
を
・

た
た
い
た
り
、
こ
す
り
ま
し
た
。

　
ま
た
家
の
玄
関
や
軒
下
、
窓
口
に
菖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
よ

蒲
や
よ
も
ぎ
を
下
げ
、
魔
除
け
や
蛇
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら

い
を
し
ま
し
た
。
六
日
に
は
藁
と
菖
蒲

を
束
ね
て
縛
り
、
男
の
子
が
地
面
を
た

た
き
な
が
ら
、
　
「
五
日
菖
蒲
の
流
れ
る

よ
う
に
、
六
日
菖
蒲
の
晴
れ
る
よ
う
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
す
い

と
呼
称
し
ま
し
た
。
適
度
の
濯
水
と
晴

天
を
願
っ
た
農
作
へ
の
祈
り
で
あ
っ
た

わ
け
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）菖蒲たたきをする子どもたち（北原

　
六
月
の
初
め
は
ひ
と
つ
の
節
目
で
、

農
耕
か
ら
一
般
の
生
活
ま
で
、
こ
れ
か

ら
の
安
泰
と
、
健
康
で
働
き
た
い
祈
り

を
こ
め
た
心
あ
る
行
事
が
長
く
続
い
て

き
た
の
で
し
た
。
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張
　
れ

　
　
マ
マ
さ
ん
交
通
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
み
　
こ

　
　
　
　
中
町
　
芙
美
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
下
条
中
央
通
り
・
4
7
歳
）

　
「
外
に
は
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
の
章

ま
た
、
か
わ
い
い
子
ど
も
さ
ん
や
お
年

寄
り
が
犠
牲
に
な
ら
な
け
れ
ば
…
」
と

マ
マ
さ
ん
指
導
員
は
話
し
ま
す
。

　
昭
和
五
十
四
年
、
下
条
地
区
交
通
安

全
協
会
の
要
職
を
務
め
、
そ
の
後
、
五

十
七
年
に
市
の
女
性
指
導
員
第
一
号
に

な
り
ま
し
た
。

　
「
横
断
歩
道
で
三
歳
の
男
の
子
が
信

号
が
赤
な
の
に
飛
び
出
し
バ
イ
ク
に
ぶ

つ
か
り
、
顔
に
ケ
ガ
を
し
ま
し
た
」
と

あ
る
日
の
で
き
ご
と
を
。
交
通
安
全
？

珍
ら
し
く
も
な
い
聞
き
慣
れ
た
言
葉
で

す
。
だ
が
、
一
瞬
で
子
を
泣
か
せ
、
親

，
・
・
｝
レ
　
・

を
泣
か
せ
、
家
族
を
ど
ん
底
に
陥
れ
る

悲
劇
で
す
。

　
「
教
育
マ
マ
も
結
構
で
す
が
、
よ
き

交
通
マ
マ
や
パ
パ
に
な
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
根
っ
か
ら
子
ど

も
好
き
な
中
町
さ
ん
は
訴
え
ま
す
。
主

婦
と
し
て
朝
の
交
通
指
導
は
大
変
で
す
。

　
「
女
性
だ
け
に
軽
く
見
ら
れ
が
ち
で

す
が
、
交
通
安
全
は
男
も
女
も
あ
り
ま

せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の
力
が
事
故
絶
滅

に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
意
欲
に
燃
え
て

い
ま
す
。
今
で
は
、
地
域
の
人
や
通
勤

マ
イ
カ
ー
と
も
す
っ
か
り
顔
な
じ
み
で

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

畠
6

●話題やご意見……
何でもお寄せください

総務課文書広報係
智57－3111内線213・214

　
あ
る
ご
婦
人
か
ら
先
日
、
投
書
が
届

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
自
分

が
住
ん
で
い
る
地
域
の
公
園
広
場
や
歩

道
確
保
・
道
路
問
題
な
ど
を
率
直
に
見

つ
め
、
市
の
仕
事
を
指
摘
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
五
月
十
二
日
に
丸
山
市
長
が

「
二
十
一
世
紀
へ
の
提
言
」
を
発
表
し

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
も
触
れ
、
と
て
も

建
設
的
で
具
体
的
な
意
見
や
希
望
を
寄

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
」
。
ま
さ

に
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
気
持
ち
が
伝
わ

り
、
心
温
ま
る
も
の
で
し
た
。
お
互
い

に
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ
す
た
め

に
頑
張
り
た
い
で
す
ね
。
ほ
ん
と
う
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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齢赫妙自然
⑮ヤマホタルブクロ

　梅雨時に咲く代表的な花で、山

野に普通に見られます。本種はホ

タルブクロの変種です。両者の区

別点はがくの形で、がくの裂片の

間に、そり返えるふちがあればホ

タルブクロ、無ければヤマホタル

ブクロです。妻有郷に分布するの

はほとんどヤマホタルブクロです。

　花の色は白色のものもあります

が、妻有郷では紅紫色のものも多

く見られます。ホタルブクロの由

来については、一般にこの花の中

にホタル（螢）を入れて遊んだこ

とからついた名前とする説が知ら

れています。

市の花山

ユ2




